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2



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～趣旨～
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博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第一条（趣旨）

現行（第一条第１項、第２項）
第一条 この基準は、博物館法（昭和二十六年法律第二百八十五号）第八条の規定に
基づく博物館の設置及び運営上の望ましい基準であり、博物館の健全な発達を図ることを
目的とする。
２ 博物館は、この基準に基づき、博物館の水準の維持及び向上を図り、もって教育、学術
及び文化の発展並びに地域の活性化に貢献するよう努めるものとする。

改正案（第一条第１項、第２項）
第一条 この基準は、博物館法（昭和二十六年法律第二百八十五号。以下「法」という
。）第八条の規定に基づく博物館の設置及び運営上の望ましい基準であり、博物館の
健全な発達を図ることを目的とする。

２ 博物館は、この基準に基づき、その設置の目的や当該博物館の使命を達成するため、
博物館の事業の水準の維持及び向上並びに活動の充実及び発展を図り、もって教育、
学術及び文化の発展並びに地域の活性化に貢献するよう努めるものとする。



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～博物館の設置等～
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現行（第二条第１項、第２項）
第二条 都道府県は、博物館を設置し、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等多様な分
野にわたる資料（電磁的記録を含む。以下同じ。）を扱うよう努めるものとする。

２ 市（特別区を含む。以下同じ。）町村は、その規模及び能力に応じて、単独で又は他
の市町村と共同して、博物館を設置するよう努めるものとする。

改正案（第二条第１項、第２項、第３項）
第二条 博物館の設置者は、その設置する博物館の持続的で健全な運営が可能となるよ
う、当該博物館の事業の実施、職員の確保及び処遇の向上、施設及び設備等の維持、
充実及び活用等に必要な資金等の確保、条例や定款その他の規程の見直し、その他の
必要な措置を講ずるよう努めるものとする。（新設）
２ 博物館の設置者は、その設置する博物館が本告示第三条から第十七条に掲げる事項
を実施するに当たり、必要な支援や協力を行うよう努めるものとする。（新設）
３ 都道府県は、博物館を設置し、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等多様な分野に
わたる資料（電磁的記録を含む。以下同じ。）を扱うよう努めるものとする。
４ 市（特別区を含む。以下同じ。）町村は、その規模及び能力に応じて、単独で又は他
の地方公共団体等と共同して、博物館を設置するよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第二条（博物館の設置等）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～博物館の設置等～
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現行（第二条第３項）
３ 博物館の設置者が、地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百四十四
条の二第三項の規定により同項に規定する指定管理者に当該博物館の管理を行わせ
る場合その他当該博物館の管理を他の者に行わせる場合には、これらの設置者及び管
理者は相互の緊密な連携の下に、当該博物館の事業の継続的かつ安定的な実施の確
保、事業の水準の維持及び向上を図りながら、この基準に定められた事項の実施に努め
るものとする。

改正案（第二条第４項）
４ 博物館を設置する地方公共団体が、地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号
）第二百四十四条の二第三項に規定する指定管理者の選定や、民間資金等の活用に
よる公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成十一年法律第百十七号）第十
六条の規定による公共施設等運営権の設定など、官民連携による施設の運営管理を行
う場合には、当該博物館の事業の継続的かつ安定的な実施の確保、事業の水準の維持
及び向上を図ることができるよう、運営期間や実施体制、事業者の自主性と創意工夫に
基づく取組を推進するための諸条件等について十分な検討を行い、事業者との緊密な連
携の下に、この基準に定められた事項の実施に努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第二条（博物館の設置等）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～基本的運営方針及び計画～
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現行（第三条第１項）
第三条 博物館は、その設置の目的を踏まえ、資料の収集・保管・展示、調査研究、教
育普及活動等の実施に関する基本的な運営の方針（以下「基本的運営方針」という。
）を策定し、公表するよう努めるものとする。

改正案（第四条第１項及び第２項）
第四条 博物館は、当該博物館における博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館
資料に関する調査研究の実施に関する基本的運営方針（以下「基本的運営方針」という
。）の策定及び公表に当たっては、その設置の目的や当該博物館の使命を明確に示すとと
もに、地域住民及び社会の要請に十分応えるものとなるよう留意するものとする。

２ 前項の基本的運営方針の策定に当たっては、法第三条に掲げる事業の推進が図られる
よう留意するものとする。（新設）

３ 博物館は、地域や社会の状況の変化に対応し、必要に応じて基本的運営方針の見直し
を行うよう努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第四条（基本的運営方針及び計画）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～基本的運営方針及び事業計画～
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現行（第三条第２項及び第３項）
２ 博物館は、基本的運営方針を踏まえ、事業年度ごとに、その事業年度の事業計画を
策定し、公表するよう努めるものとする。
３ 博物館は、基本的運営方針及び前項の事業計画の策定に当たっては、利用者及び
地域住民の要望並びに社会の要請に十分留意するものとする。

改正案（第四条第３項及び第４項）
３ 博物館は、基本的運営方針を踏まえ、複数事業年度にわたる中期計画及び事業年
度ごとの事業計画を策定し、公表するとともに、その運営状況の評価に係る適切な指標
を設定するよう努めるものとする。

４ 博物館は、前項の中期計画及び事業計画の策定に当たっては、その設置の目的や当
該博物館の使命並びに地域において定める教育の振興及び文化芸術の推進に関する
計画等を踏まえるよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第四条（基本的運営方針及び計画）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～運営の状況に関する点検及び評価等～
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現行（第四条第１項及び第２項）
第四条 博物館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、その事業の
水準の向上を図るため、各年度の事業計画の達成状況その他の運営の状況について、
自ら点検及び評価を行うよう努めるものとする。

２ 博物館は、前項の点検及び評価のほか、当該博物館の運営体制の整備の状況に応
じ、博物館協議会の活用その他の方法により、学校教育又は社会教育の関係者、家
庭教育の向上に資する活動を行う者、当該博物館の事業に関して学識経験のある者
、当該博物館の利用者、地域住民その他の者による評価を行うよう努めるものとする。

改正案（第五条第１項及び第２項）
第五条 博物館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、その事業の水準
の向上を図るため、前条第三項の中期計画及び事業計画の達成状況、当該博物館の活
動の成果その他の運営の状況について、自ら点検及び評価を行うよう努めるものとする。

２ 博物館は、前項の点検及び評価のほか、当該博物館の運営体制の整備の状況に応じ、
博物館協議会の活用その他の方法により、当該博物館の利用者及び活動の支援者、地
域住民、当該博物館の事業に関して学識経験のある者その他の多様な関係者による評価
を行うよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第五条（運営の状況に関する点検及び評価等）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～運営の状況に関する点検及び評価等～
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現行（第四条第３項及び第４項）
３ 博物館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該博物館の運営の改善を図
るため必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

４ 博物館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前項の措置の内容につ
いて、インターネットその他の高度情報通信ネットワーク（以下「インターネット等」という。
）を活用すること等により、積極的に公表するよう努めるものとする。

改正案（第五条第３項及び第４項）
３ 博物館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該博物館の運営の改善を図るた
め必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

４ 博物館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前項の措置の内容につい
て、インターネットを活用すること等により、積極的に公表するよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第五条（運営の状況に関する点検及び評価等）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～経営～
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博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第三条（新設（案））
（博物館の経営）
第三条 博物館は、その設置の目的や当該博物館の使命を達成するため、基本的運営方針を
踏まえ、適切に資源を配分するとともに、当該博物館の活動の充実及び発展に向けた新たな支
援や資金等の確保に努めるものとする。
２ 博物館は、外部の専門性を有する者の知見も活用しつつ、当該博物館の利用者の拡大とそ
の満足度の向上に努めるとともに、多様な支援者や協力者の拡大に努めるものとする。
３ 公立博物館（法第二条第二項に規定する公立博物館をいう。）が、法第二十六条ただし
書の規定に基づきその維持運営に必要な入館料その他博物館資料（法第二条第四項に規
定する博物館資料をいう。以下同じ。）の利用に対する対価を徴収する場合には、博物館の健
全な発達を図り、もって国民の教育、学術及び文化の発展に寄与するとの法の目的も踏まえ、
一般公衆が利用しやすいように配慮するとともに、博物館資料の展示（インターネットの利用その
他の方法により博物館資料に係る電磁的記録を公開することを含む。以下同じ。）や説明等の
工夫や様態に応じて対価を柔軟かつ効果的に設定するものとする。
４ 博物館は、基礎的な運営資金を確保した上で、寄附、会費等の外部資金の獲得や、施設
利用料、広告収入、資産運用等の効果的な収益事業の推進等により、当該博物館の収入の
多角化とその拡大を図るよう努めるものとする。
５ 博物館は、国際的な状況や海外博物館の動向を踏まえ、国際的な視野に立った経営の改
善に向けた工夫に努めるものとする。



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～資料の収集、保管等～
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博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第六条（資料の収集、保管）

改正案（第六条第１項、第２項）
（資料の収集、保管等）
第六条 博物館は、当該博物館における博物館資料の収集及び管理の方針の策定に当
たっては、基本的運営方針を踏まえ、資料に係る学術研究の状況、資料の重要性及び
展示上の効果等を考慮して、必要な数の体系的な収集及び保管（育成及び現地保
存を含む。以下同じ。）が可能となるよう留意するものとする。その際、保管のための施設
や設備の確保にかかる長期的な見通しに立ち、所蔵する博物館資料のみならず館外に
所在する資料の状況を踏まえるよう努めるものとする。
２ 博物館は、博物館資料の将来的な充実及び発展的な活用に向け、寄贈、寄託、借
用、購入等による資料の充実や、資料の再評価に基づく交換、譲渡、貸与、返却、廃棄
等を含めた資料管理の在り方について検討するよう努めるものとする。（新設）

現行（第五条第１項）
（資料の収集、保管、展示等）
第五条 博物館は、実物、標本、文献、図表、フィルム、レコード等の資料（以下「実物
等資料」という。）について、その所在等の調査研究を行い、当該実物等資料に係る学
術研究の状況、地域における当該実物等資料の所在状況及び当該実物等資料の展
示上の効果等を考慮して、基本的運営方針に基づき、必要な数を体系的に収集し、保
管（育成及び現地保存を含む。以下同じ。）し、及び展示するものとする。



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～資料の収集、保管等～
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博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第六条（資料の収集、保管等）
現行（第五条第２項）
２ 博物館は、実物等資料について、その収集若しくは保管が困難な場合、その展示のため
に教育的配慮が必要な場合又はその館外への貸出し若しくは持出しが困難な場合には、
必要に応じて、実物等資料を複製、模造若しくは模写した資料又は実物等資料に係る模
型（以下「複製等資料」という。）を収集し、又は製作し、当該博物館の内外で活用する
ものとする。その際、著作権法（昭和四十五年法律第四十八号）その他の法令に規定
する権利を侵害することのないよう留意するものとする。

改正案（第六条第３項～第５項）
３ 博物館は、資料の収集若しくは保管が困難な場合、展示のために教育的配慮が必要な
場合又は館外への貸出し若しくは持出しが困難な場合には、必要に応じて当該資料を複
製、模造若しくは模写した資料を収集し、又は製作し、当該博物館の内外で活用するもの
とする。
４ 博物館は、博物館資料に係るデジタルアーカイブを作成することで、その所蔵する博物館
資料の安定的な保存、効率的な管理、積極的な活用の促進に努めるものとする。その際、
博物館資料の利用の拡大のため、外部データベース等との連携に努めるものとする。（新
設）
５ 博物館は、前二項の実施に当たって、著作権法（昭和四十五年法律第四十八号）そ
の他の法令に規定する権利を侵害することのないよう留意するものとする。（新設）



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～資料の収集、保管等～
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博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第六条（資料の収集、保管等）
現行（第五条第３項～第６項）
３ 博物館は、実物等資料及び複製等資料（以下「博物館資料」という。）に関する図書、文
献、調査資料その他必要な資料（以下「図書等」という。）の収集、保管及び活用に努めるも
のとする。

４ 博物館は、その所蔵する博物館資料の補修及び更新等に努めるものとする。
５ 博物館は、当該博物館の適切な管理及び運営のため、その所蔵する博物館資料及び図書
等に関する情報の体系的な整理に努めるものとする。

６ 博物館は、当該博物館が休止又は廃止となる場合には、その所蔵する博物館資料及び図
書等を他の博物館に譲渡すること等により、当該博物館資料及び図書等が適切に保管、活用
されるよう努めるものとする。

改正案（第六条第６項～第８項）
６ 博物館は、博物館資料に関する図書、文献、調査資料その他必要な情報（以下「図書等」
という。）の収集、保管及び活用に努めるものとする。

７ 博物館は、その所蔵する博物館資料の適切な管理のため、博物館資料を定期的に点検し、
補修及び更新等を適切に行うとともに、その来歴や展示の実績等の記録に努めるものとする。

８ 博物館は、当該博物館が休止又は廃止する等、従前の事業を継続できない場合には、その所
蔵する博物館資料及び図書等を他の博物館に譲渡すること等により、当該博物館資料及び図
書等が適切に保管、活用されるよう努めるものとする。また、休止又は廃止に備え、他の博物館
等との目録の共有や連携に努めるものとする。



１．ご指摘を踏まえた改正案 ～展示、調査研究～
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現行（第六条第１項）
（展示方法等）
第六条 博物館は、基本的運営方針に基づき、その所蔵する博物館資料による常設的な展
示を行い、又は特定の主題に基づき、その所蔵する博物館資料若しくは臨時に他の博物館
等から借り受けた博物館資料による特別の展示を行うものとする。

改正案（第七条第１項）
（展示等）
第七条 博物館は、基本的運営方針に基づき、その所蔵する博物館資料による常設的な展
示を行い、又は特定の主題に基づき、その所蔵する博物館資料若しくは臨時に他の博物館
等から借り受けた博物館資料による特別の展示を行うものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第七条（展示）
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現行（第六条第２項）
２ 博物館は、博物館資料を展示するに当たっては、当該博物館の実施する事業及び関連す
る学術研究等に対する利用者の関心を深め、当該博物館資料に関する知識の啓発に資す
るため、次に掲げる事項に留意するものとする。
一 確実な情報及び研究に基づく正確な資料を用いること。
二 展示の効果を上げるため、博物館資料の特性に応じた展示方法を工夫し、図書等又は
音声、映像等を活用すること。
三 前項の常設的な展示について、必要に応じて、計画的な展示の更新を行うこと。

改正案（第七条第１項）
１ 博物館は、博物館資料の展示に当たっては、利用者の目線に立ち、当該博物館の実施する
事業及び関連する学術研究等に対する利用者の関心を高め、当該博物館資料に関する知
識を普及するとともに、博物館資料の価値やその収集、保管、調査研究の意義について利用
者の理解を深めるよう、次に掲げる事項に留意するものとする。
一 確実な情報及び研究に基づく正確な資料を用いること。
二 展示の効果を上げるため、所蔵資料だけでなく、他の博物館等から借り受けた資料等を用
いるとともに、博物館資料の特性に応じた展示を行うこと。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第七条（展示）
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改正案（第七条第１項）
三 展示の効果を上げるため、図書、音声、映像、情報通信技術等を活用し、五感を使った
体験的な展示や双方向性のある展示を行うこと。（新設）
四 利用者の来館状況やアンケート結果、行動の観察等に基づき、展示の改善を図ること。
（新設）
五 常設の展示について、展示の水準の維持及び向上や資料保全等の観点から、必要に
応じて内容の見直しや更新を行うこと。
六 特別の展示について、調査研究の成果を示すとともに、必要に応じて他の博物館等と連
携し、合同展や巡回展等の展示を企画するの造成を行うこと。（新設）
七 子供とその保護者、高齢者、障害者、日本語を理解できない者等、多様な利用者の関
心及び特性に沿った展示や解説等を行うこと。（新設）
八 当該博物館への来館が困難な者に向け、インターネットを活用した展示や解説等を行う
こと。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第七条（展示）
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現行（第七条第１項）
（調査研究）
第七条 博物館は、博物館資料の収集、保管及び展示等の活動を効果的に行うため、単独で又は
他の博物館、研究機関等と共同すること等により、基本的運営方針に基づき、博物館資料に関
する専門的、技術的な調査研究並びに博物館資料の保管及び展示等の方法に関する技術的
研究その他の調査研究を行うよう努めるものとする。

改正案（第八条第１項、第２項）
（調査研究）
第八条 博物館は、基本的運営方針に基づき、学術研究の進展や動向を踏まえ、博物館資料に関する
専門的、技術的な調査研究並びに博物館資料の保管及び展示等の方法に関する技術的研究その他
の調査研究の充実を図るよう努めるものとする。

２ 前項の調査研究を実施するに当たっては、次に掲げる事項に留意するものとする。（新設）
一 国内外の博物館や研究機関等と資料の貸借、職員の交流、刊行物及び情報の交換等により相互
の連携を強化すること。（新設）
二 調査研究の成果を、論文や報告書等により公表すること。（新設）
三 前号の成果を、博物館資料の収集、保管及び展示等の活動に反映すること。（新設）
３ 博物館は、当該博物館外の研究者又は他の研究機関等が行う調査研究について、当該博物館の利
用その他の協力を求められた場合には、可能な限りその便宜を図るように努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第八条（調査研究）
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現行（第十三条第１項、第２項）
第十三条 博物館に、館長を置くとともに、基本的運営方針に基づき適切に事業を実施
するために必要な数の学芸員を置くものとする。

２ 博物館に、前項に規定する職員のほか、事務及び技能的業務に従事する職員を置く
ものとする。

改正案（第十四条第１項、第２項）
第十四条 博物館に、館長を置き、博物館の経営及び当該博物館の事業に関する識見並び
にその活動の充実及び発展を図るために必要な能力を有する者をもって充てるよう努めるも
のとする。

２ 博物館に、基本的運営方針に基づき適切に事業を実施するその活動の充実及び発展を
図るために必要な数の学芸員並びに事務及び技能的業務に従事する職員を置き、当該博
物館の事業に関する知識及び技能を有する常勤の者をもって充てるよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十四条（職員）
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現行（第十三条第３項）
３ 博物館は、基本的運営方針に基づきその事業を効率的かつ効果的に実施するため、博物
館資料の収集、保管又は展示に係る業務、調査研究に係る業務、学習機会の提供に係る
業務その他の業務を担当する各職員の専門的な能力が適切に培われ又は専門的な能力を
有する職員が適切に各業務を担当する者として配置されるよう、各業務の分担の在り方、専
任の職員の配置の在り方、効果的な複数の業務の兼務の在り方等について適宜、適切な
見直しを行い、その運営体制の整備に努めるものとする。

改正案（第十四条第３項、第４項、第５項）
３ 博物館は、基本的運営方針に基づき、その事業を効率的かつ効果的に実施するため、各職
員の専門的な能力が適切に培われ又は専門的な能力を有する職員が適切に各業務を担当
する者として配置されるよう努めるものとする。

４ 博物館は、各業務の分担の在り方、専任の職員の配置の在り方、効果的な複数の業務の
兼務の在り方、人材養成の在り方、処遇の在り方等について適宜、適切な見直しを行い、そ
の運営体制の整備と業務の改善に努めるものとする。

５ 博物館は、その職員として、渉外、広報、デジタル化、資金調達等の専門性を有する多様な
人材を実情に応じて確保するよう努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十四条（職員）
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現行（第十四条第１項、第２項）
（職員の研修）
第十四条 都道府県の教育委員会は、当該都道府県内の博物館の館長、学芸員その他職
員の能力及び資質の向上を図るために、研修の機会の充実に努めるものとする。

２ 博物館は、その職員を、前項の規定に基づき都道府県教育委員会が主催する研修その他
必要な研修に参加させるよう努めるものとする。

改正案（第十五条第１項～第４項）
（人材の養成及び研修）
第十五条 都道府県及び市町村の教育委員会並びに博物館は、それぞれの役割を踏まえ、博物
館の職員が様々な業務を行うことを考慮し、博物館の館長、学芸員その他の職員の能力及び資
質の向上を図るために、人材の養成と研修の実施に努めるものとする。

２ 博物館は、その職員を、国、都道府県若しくは市町村の教育委員会又は博物館が主催する研
修その他必要な研修、他の博物館の職員との知見や技術の共有に資する博物館相互の交流、
学会や現地調査その他の調査研究活動等に参加させるよう努めるものとする。

３ 博物館は、その職員に、当該博物館の事業に係る条約及び法令並びに当該博物館が自ら策
定又は選択する倫理規程及び行動規範等を周知するよう努めるものとする。（新設）

４ 博物館は、実習等を希望する学芸員養成課程の学生を積極的に受け入れるなど、学芸員の養
成に努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十五条（職員）
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現行（第八条第１項）
（学習機会の提供）
第八条 博物館は、利用者の学習活動又は調査研究に資するため、次に掲げる業務を実施するものとする
。
一 博物館資料に関する各種の講演会、研究会、説明会等（児童又は生徒を対象として体験活動そ
の他の学習活動を行わせる催しを含む。以下「講演会等」という。）の開催、館外巡回展示の実施等の
方法により学習機会を提供すること。

改正案（第九条第１項）
（学習機会の提供及び創造的活動への支援）
第九条 博物館は、利用者、地域住民等の学習活動及び創造的活動に資するため、次に掲げる業務を
実施するよう努めるものとする。
一 実施する事業の内容又は博物館資料等に関する案内書、パンフレット、図録、解説書、年報、調
査研究の報告書等を作成するとともに、これらをインターネット等で広く閲覧に供し、頒布すること。（新
設）
二 博物館資料に関する各種の講演会、研究会、体験活動その他の催しの開催及び開催の援助、学
校や商業施設等における館外展示の実施、デジタルアーカイブの公開等の方法により学習の機会を広く
提供すること。
三 利用者、地域住民等の学習活動及び創造的活動を促進するため、これらの者に対し、展示資料の
解説、講演会等に係る企画又は実施業務の補助、博物館資料の調査又は整理その他の活動の機会
を広く提供すること。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第九条（学習機会の提供）
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現行（第八条第１項）
二 学校教育及び社会教育における博物館資料の利用その他博物館の利用に関し、学校
の教職員及び社会教育指導者に対して適切な利用方法に関する助言その他の協力を行う
こと。
三 利用者からの求めに応じ、博物館資料に係る説明又は助言を行うこと。

改正案（第九条第１項、第２項）
四 一般公衆による文化芸術に関する創造的活動等の環境の整備、デジタルアーカイブの公
開や二次利用の許諾を含むデジタルアーカイブのオープンデータ化等の取組により学習活動
及び創造的活動等の環境を整備すること創造的活動の機会を広く提供すること。（新設）
五 学校教育及び社会教育における博物館資料の利用その他博物館の利用に関し、学校
の教職員及び社会教育指導者に対して適切な利用方法に関する助言その他の協力を行う
こと。
六 利用者からの求めに応じ、博物館資料に係る説明又は助言を行うこと。
２ 前項各号の業務を実施するに当たっては、子供とその保護者、高齢者、障害者、日本語を
理解できない者等、多様な利用者の利用が可能となるよう留意するものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第九条（学習機会の提供）
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現行（第九条第１項、第２項）
（情報の提供等）
第九条 博物館は、当該博物館の利用の便宜若しくは利用機会の拡大又は第七条の調査研究の
成果の普及を図るため、次に掲げる業務を実施するものとする。
一 実施する事業の内容又は博物館資料に関する案内書、パンフレット、目録、図録等を作成す
るとともに、これらを閲覧に供し、頒布すること。
二 博物館資料に関する解説書、年報、調査研究の報告書等を作成するとともに、これらを閲覧に
供し、頒布すること。

２ 前項の業務を実施するに当たっては、インターネット等を積極的に活用するよう努めるものとする。

改正案（第十条第１項～第３項）
（情報発信、広報等）
第十条 博物館は、当該博物館の活動の価値及び魅力について広く一般公衆に共有を図るととも
に、その利用者、地域住民その他の関係者との間で望ましい関係を構築するため、その活動につ
いての情報発信及び広報の実施に努めるものとする。

２ 博物館は、前項の業務を実施するに当たっては、インターネットの活用その他の方法により、一般
公衆に広く認知されるような工夫に努めるものとする。

３ 博物館は、第一項の業務を実施するに当たっては、当該博物館の特性を踏まえつつ、我が国の
文化に対する国際的な評価やその所蔵する博物館資料に対する海外からの関心に配慮し、電
磁的記録の作成及び公開を含む多言語での情報提供に努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十条（情報発信、広報等）
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現行（第十条第１項、第２項）
（利用者に対応したサービスの提供）
第十条 博物館は、事業を実施するに当たっては、高齢者、障害者、乳幼児の保護者、外国人その他特
に配慮を必要とする者が当該事業を円滑に利用できるよう、介助を行う者の配置による支援、館内にお
けるベビーカーの貸与、外国語による解説資料等の作成及び頒布その他のサービスの提供に努めるもの
とする。

２ 博物館は、当該博物館の特性を踏まえつつ、当該博物館の実施する事業及び関連する学術研究等
に対する青少年の関心と理解を深めるため、青少年向けの解説資料等の作成及び頒布その他のサービ
スの提供に努めるものとする。

改正案（第十一条第１項～第３項）
（利用者に対応したサービスの提供）
第十一条 博物館は、事業を実施するに当たっては、高齢者、障害者、妊娠中の者、子供とその保護者、
日本語を理解できない者その他特に配慮を必要とする者が当該事業を円滑に利用できるよう、介助を
行う者の配置による支援、館内におけるベビーカーの貸与、外国語による案内や解説等の作成及び頒
布、インターネットを通じた情報提供その他のサービスの提供に努めるものとする。

２ 博物館は、当該博物館の特性を踏まえつつ、当該博物館の実施する事業及び関連する学術研究、文
化芸術等に対する子供の関心と理解を深めるため、子供向けの案内や解説等の作成及び頒布その他
のサービスの提供に努めるものとする。

３ 博物館は、利用者の満足度を向上するため、ショップやカフェ物販や飲食等の来館者向けサービスの提
供や、多様な会場利用を含む施設及び設備の活用の促進に努めるものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十一条（利用者に対応したサービスの提供）
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現行（第十一条第１項、第２項）
（学校、家庭及び地域社会との連携等）
第十一条 博物館は、事業を実施するに当たっては、学校、当該博物館と異なる種類の博物館資
料を所蔵する博物館等の他の博物館、公民館、図書館等の社会教育施設その他これらに類する
施設、社会教育関係団体、関係行政機関、社会教育に関する事業を行う法人、民間事業者
等との緊密な連携、協力に努めるものとする。

２ 博物館は、その実施する事業において、利用者及び地域住民等の学習の成果に基づく知識及び
技能を生かすことができるよう、これらの者に対し、展示資料の解説、講演会等に係る企画又は実
施業務の補助、博物館資料の調査又は整理その他の活動の機会の提供に努めるものとする。

改正案（第十二条第１項、第２項）
（学校、家庭及び地域社会との連携等）
第十二条 博物館は、事業を実施するに当たっては、学校、家庭及び地域社会との連携を図るものとし
、その際、他の博物館、公民館、図書館、文化会館、劇場、音楽堂等の社会教育施設及び文化施
設その他これらに類する施設、社会教育及び文化関係団体、関係行政機関、社会教育及び文化に
関する事業を行う法人、民間事業者等との効果的な連携、協力により、活動の充実及び発展に努め
るものとする。
２ 博物館は、地域のまちづくりや産業の活性化に加え、コミュニティの衰退や孤立化等の社会包摂に係
る課題、人口減少、過疎化、高齢化、環境問題等の地域が抱える様々な課題に、当該博物館やそ
の所在する地域の特性に応じて取り組むよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十二条（学校、家庭及び地域社会との連携等）



２．開館日等について

26



27

２．開館日等について

 博物館法においては、登録の要件として、年間を通じての開館日数（150日）について規
定がある。一方、その曜日や時間帯等に関する定めはない。

博物館法 第13条（抜粋）
第十三条（登録の審査）
都道府県の教育委員会は、登録の申請に係る博物館が次の各号のいずれにも該当すると認めるときは、当該博物館の登録をしな
ければならない。
一～五 （略）
六 一年を通じて百五十日以上開館すること。
２ 都道府県の教育委員会が前項第三号から第五号までの基準を定めるに当たつては、文部科学省令で定める基準を参酌するも

のとする。
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令和３年度社会教育調査より

28

日曜・祝日の開館の有無



博物館をあらゆる人に開放する最も有効な方法に関する勧告：文部科学省 29

開館日・無料開館等に関するユネスコ勧告

https://www.mext.go.jp/unesco/009/1387063.htm


30

大原美術館｜名画解説ガイド付きのモーニングツアー｜
即時予約可能 - KKday

早朝・夜間における取組の事例

https://www.kkday.com/ja/product/127552-ohara-museum-of-art-morning-tour-japan
https://www.kkday.com/ja/product/127552-ohara-museum-of-art-morning-tour-japan
https://www.kkday.com/ja/product/127552-ohara-museum-of-art-morning-tour-japan
https://www.kkday.com/ja/product/127552-ohara-museum-of-art-morning-tour-japan


31
夜間・早朝の特別開館｜イベント｜【公式】石川県の観光/旅行サイト
「ほっと石川旅ねっと」

早朝・夜間における取組の事例

https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html
https://www.hot-ishikawa.jp/event/detail_30426.html


32

無料開館の取組の事例

三重県総合博物館（ＭｉｅＭｕみえむ ）における
「コーポレーション・デー」の開催について

https://www.hyakugo.co.jp/news/pdf/20250110_02.pdf
https://www.hyakugo.co.jp/news/pdf/20250110_02.pdf
https://www.hyakugo.co.jp/news/pdf/20250110_02.pdf
https://www.hyakugo.co.jp/news/pdf/20250110_02.pdf


２．「望ましい基準」改正の方向性 ～開館日等～

33

現行（第十二条第１項）
（開館日等）
第十二条 博物館は、開館日及び開館時間の設定に当たっては、利用者の要望、地域の実
情、博物館資料の特性、展示の更新に係る所要日数等を勘案し、日曜日その他の一般の
休日における開館、夜間における開館その他の方法により、利用者の利用の便宜を図るよう
努めるものとする。

改正案（第十三条第１項）
（開館日等）
第十三条 博物館は、開館日及び開館時間の設定に当たっては、利用者の要望、地域の実
情、博物館資料の特性、展示の更新に係る所要日数等を勘案し、日曜日その他の一般の
休日における開館、早朝・夜間における開館、定期的な無料開館その他の方法により、利
用者の利用の拡大を図るよう努めるものとする。

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第八条（開館日等）



３．施設及び設備、危機管理について

34
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博物館法施行規則 第21条（抜粋）
第二十一条（博物館の施設及び設備に関する基準を定めるに当たり参酌すべき基準）

法第十三条第二項の文部科学省令で定める基準であつて、同条第一項第五号に規定する施設及び設備に係るものは
、次の各号に掲げる事項とする。

一 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を安定的かつ継続的に行うことができる施設
及び設備が整備されていること。

二 防災及び防犯のために必要な施設及び設備を有していること。
三 博物館の規模及び展示内容に応じ、利用者の安全及び利便性の確保のために必要な配慮がなされていること。
四 高齢者、障害者、妊娠中の者、日本語を理解できない者その他博物館の利用に困難を有する者が博物館を円滑に利
用するための配慮がなされていること。

３．施設及び設備、危機管理について

 博物館法の登録に当たっては、施設及び設備が登録の基準に適合することが求められており、
防災・防犯のために必要な施設・設備を有することが参酌基準の中で示されている。

博物館法 第13条（抜粋）
第十三条（登録の審査）
都道府県の教育委員会は、登録の申請に係る博物館が次の各号のいずれにも該当すると認めるときは、当該博物館の
登録をしなければならない。
一～四 （略）
五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定める
基準に適合するものであること。

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。
２ 都道府県の教育委員会が前項第三号から第五号までの基準を定めるに当たつては、文部科学省令で定める基準を参
酌するものとする。



36日本博物館協会2020 令和元年度日本の博物館総合調査報告書

Wi-Fiの設置状況

https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
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日本博物館協会2020 令和元年度日本の博物館総合調査報告書

展示室や収蔵庫での地震対策の状況

https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf


38
日本博物館協会2020 令和元年度日本の博物館総合調査報告書

危機管理体制の状況

https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf


39
日本博物館協会2020 令和元年度日本の博物館総合調査報告書

情報セキュリティ対策の実施状況

https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/R2sougoutyousa.pdf
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電子顕微鏡など高度な研究機材が使えるオープンラボ
＠浜松科学館

研究室、実験室、工作室、図書室等の例



41
展示にあわせた図書提供 ＠NTT ICC展示にあわせた図書提供 ＠船の科学館

展示室前にある関連図書コーナー ＠三重県総合博物館

研究室、実験室、工作室、図書室等の例



３． 「望ましい基準」改正の方向性 ～施設・設備、危機管理～

42

現行（第十五条第１項）
（施設及び設備）
第十五条 博物館は、次の各号に掲げる施設及び設備その他の当該博物館の目的を達成す
るために必要な施設及び設備を備えるよう努めるものとする。
一 耐火、耐震、防虫害、防水、防塵、防音、温度及び湿度の調節、日光の遮断又は調
節、通風の調節並びに汚損、破壊及び盗難の防止その他のその所蔵する博物館資料を適
切に保管するために必要な施設及び設備

改正案（第十六条第１項、第２項）
（施設及び設備）
第十六条 博物館は、博物館法施行規則（昭和三十年文部省令第二十四号）第二十一
条各号に掲げるもののほか、次の各号に掲げる施設及び設備その他の当該博物館の活動
の充実及び発展のために必要な施設及び設備を備えるよう努めるものとする。
一 研究室、実験室、工作室、図書室等、利用者の学習活動及び創造的活動を促進する
ために必要な施設及び設備（新設）
二 交流施設、自習施設その他の地域住民が日常的に博物館に来館し博物館の事業に親
しむために必要な施設及び設備（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十六条（施設及び設備）



３． 「望ましい基準」改正の方向性 ～施設・設備、危機管理～

43

現行（第十五条第１項）
二 青少年向けの音声による解説を行うことができる機器、傾斜路、点字及び外国語によ
る表示、授乳施設その他の青少年、高齢者、障害者、乳幼児の保護者、外国人等の
円滑な利用に資するために必要な施設及び設備
三 休憩施設その他の利用者が快適に観覧できるよう、利用環境を整備するために必要
な施設及び設備

改正案（第十六条第１項、第２項）
三 休憩施設、ショップ、カフェその他の利用者が博物館での鑑賞や体験を充実快適に観
覧できる利用環境を整備するために必要な施設及び設備
四 音声による解説を行うことができる機器、傾斜路、点字及び外国語による表示、授乳
施設その他の子供やその保護者、高齢者、障害者、日本語を理解できない者等多様な
利用者の円滑な利用に資するために必要な施設及び設備
五 コンピュータ、サーバ、インターネットの通信環境等、その所蔵する博物館資料の電磁
的記録を作成し公開するために必要な施設及び設備（新設）
六 自家発電装置、館外収蔵庫その他の大規模災害時においてもその所蔵する博物館
資料を適切に保管するために必要な施設及び設備

２ 博物館は、施設及び設備の整備に当たっては、環境負荷の軽減、長寿命化、老朽化
への対応等に留意するものとする。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十六条（施設及び設備）



３． 「望ましい基準」改正の方向性 ～施設・設備、危機管理～

44

現行（第十六条第１項）
（危機管理等）
第十六条 博物館は、事故、災害その他非常の事態（動物の伝染性疾病の発生を含む。）による
被害を防止するため、当該博物館の特性を考慮しつつ、想定される事態に係る危機管理に関する
手引書の作成、関係機関と連携した危機管理に関する訓練の定期的な実施その他の十分な措置
を講じるものとする。

２ 博物館は、利用者の安全の確保のため、防災上及び衛生上必要な設備を備えるとともに、事故や
災害等が発生した場合等には、必要に応じて、入場制限、立入禁止等の措置をとるものとする。

改正案（第十七条第１項、第２項）
（危機管理等）
第十七条 博物館は、事故、盗難、災害、感染症のまん延その他非常の事態による被害を防止する
ため、当該博物館の立地や館種等の特性を考慮しつつ、危機管理に関する手引書の作成、関係
機関と連携した訓練の定期的な実施、デジタルアーカイブを含む電磁的記録の作成及び管理、目
録の公開、外部サーバの活用その他の十分な措置を講じるよう努めるものとする。

２ 博物館は、利用者の安全の確保及び資料の保全のため、防災上及び衛生上必要な設備を備え
るとともに、事故や災害等が発生した場合等には、必要に応じて、入場制限、立入禁止等の措置を
とるものとする。

３ 博物館は、大規模災害やその他非常の事態が生じた場合、当該博物館の規模や特性を踏まえ、
職員の派遣や資料の保全等、可能な範囲で被害を受けた博物館への支援や協力に努めるものと
する。（新設）

博物館の設置及び運営上の望ましい基準 第十七条（危機管理等）
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